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『医療者体験』のお知らせ

　6月11日(木)に防火防災訓練を実施しました。病院

は消防法により年2回の消火及び避難訓練の実施が義

務付けられています。当院では毎年6月と12月に実施し

ており、今回は地震発生後に6階病棟のコインランドリー

での火災が発生したとの想定で実施しました。自衛消防

本部を設置し、各階に自衛消防地区隊を結成して避難

誘導を行いました。

　避難訓練後は利根沼田広域消防本部の消防隊員の皆

さまから消火栓や消火器の使い方をレクチャーしていた

だき、放水訓練を実施しました。実際にかかる放水圧

や放水距離などを学ぶことができました。訓練参加者

一同、本番を想定して真剣に取り組み、訓練の重要性

を再認識した一日となりました。

防火防災訓練を実施しました

地域に根ざした小児医療を目指して
　小児科は常勤医師３人体制で、利根沼田地域の子ど

もたちの健康を支える総合病院として、日常の外来診

療から入院治療まで幅広く対応しています。また、当

院は地域で唯一の分娩施設でもあり、産科医師と連携

しながら新生児医療にも取り組んでいます。

　私たちは「地域の医療は地域で完結する」ことを目標

に、喘息・便秘症などの一般慢性疾患外来に加えて、

群馬大学医学部附属病院や群馬県立小児医療センター

の医師の協力を得て、多くの専門外来（内分泌、循環器、

神経、消化器、腎臓、喘息・アレルギー）を開設して

います。遠くの病院まで足を運ばなくても、住み慣れた

地域で専門的な医療を受けられる体制を整えています。

　子どもの数が減少している今、これからの小児医療

は身体の病気を治療するだけではなく、子どものここ

ろの問題や発達への支援、さらにはその背景にある家

小児科科長（医長）

品川 穣
しながわ みのるユニフォーム紹介・白衣変更のお知らせ

自衛消防地区隊（６A産婦人科病棟）の様子 消火器使用訓練の様子

小児科外来チーム 5A 病棟　小児科チーム　前列左より看護師長阿部、常勤医師の野中・品川・前原

何種類か試着し、職員に行ったアンケートの結果、動きやす
さやデザインを考慮し、これらのユニフォームを選びました。

庭・社会環境にも目を向ける必要があります。私たち

は、子ども達を「生物・心理・社会的（バイオサイコソー

シャル）」な視点から包括的に捉え、一人ひとりの健や

かな成長を支えていくことを大切にしていきます。

　子どもたちが安心して成長できるよう、これからも

地域に根ざした小児医療を提供してまいります。お困

りのことがございましたら、お気軽にご相談ください。
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　看護師・助産師・保健師・理学療法士・薬剤師・放射
線技師・検査技師・・・病院で働く様々な仕事を体験する
企画です。進学や費用、奨学金などの説明もあります。お
友達と一緒、親子、お一人での参加等も大歓迎です。医
療体験や相談会を通して楽しく過ごしましょう。多くの方の
参加をお待ちしています。

「病院で働く人にはどんな仕事があるの？」
開催日時：2026 年 8 月 22 日土曜日
　　　　　9:00 ～ 12:00
場　　所：利根中央病院　2 階研修室
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　5月より循環器内科医として
入職いたしました荒井です。
10年ほど前に非常勤として勤
務しておりましたが、今回縁
あって再び利根中央病院に復帰
させて頂くこととなりました。
　これまでの経験を活かし、利
根沼田地域の患者様へ最善の医
療を提供できるよう励んでまい
ります。どうぞよろしくお願い
いたします。

2026年度 循環器診療体制の強化について

　当院では2025年度、利根沼田地域における循環器

診療の充実を目的に「循環器センター」を設立しまし

た。地域では高齢化が進み、高齢者に多い心不全の患

者さんが増加しています。そのため都市部に先行し、

すでに「心不全パンデミック」の状態になっていると考

えています。

　心不全の原因はさまざまで、生活習慣病（高血圧、

糖尿病、肥満など）や慢性腎臓病、大動脈弁狭窄症・

僧帽弁閉鎖不全症などの弁膜症、心房細動などの不整

脈、狭心症・心筋梗塞などが関係します。

　治療は、精密検査で原因を特定し、病状に応じて適

切に選択していきます。

　また入院中・退院後の療養生活で注意する点を、「心

不全教育」としてお伝えしています。さらに、心不全

を抱えていても、できるだけ望んだ生活を続けられる

よう、症状の改善と再入院予防を目的とした「心臓リ

ハビリテーション」にも積極的に取り組んでいます。

　こうした外来診療・検査から、入院治療、精密検査、

教育、リハビリまでをより充実させるため、2026年

度より循環器専門医および日本心血管インターベン

ション治療学会専門医である荒井洋医師、後期研修医

として高岡凌太医師を仲間に加え、循環器診療体制を

強化いたしました。

　今後も、利根沼田地域の循環器診療をできるだけ地

域で完結できるよう、地域内外の医療機関と連携しな

がら体制の充実に努めてまいります。

循環器センター長 （部長）

近藤 誠
こんどう まこと

循環器センター 新任医師　紹介

循環器センター部長

荒井 洋
あらい ひろし

　初期研修に引き続き、今年度
より内科専攻医として勤務させ
ていただきます。循環器セン
ターの一員として心不全や虚血
性心疾患など循環器疾患を中心
に、地域の皆様の健康を守るお
手伝いが出来ればと思います。
よろしくお願いいたします

循環器センター

髙岡 凌太
たかおか りょうた

　利根中央病院では2022年度に総合診療科に診療看
護師を迎え入れ、総合診療や地域医療で活躍していま
したが、残念ながら異動・退職されてしまいました。
　時を同じく、沼田病院で外科系の特定行為を中心に
一人の診療看護師が活躍していました。
　私自身、前任地が沼田病院でありその働きぶりを間
近で見てきており、外科系にも診療看護師の必要性・
重要性を感じていました。しかし新規採用はなかなか
かなわない状況でした。
　今回、沼田病院の閉院という突然の出来事がおこり、
その混乱のなか優秀な人材を利根沼田から流出させる
訳にはいかないと思い、当院へ招き入れることができ

　診療看護師（ＮＰ）とは、5年以上の実務経験後、2年
間看護系大学院で医学的知識や技能の教育を受け、医
師と相談しつつ、いままで医師が行っていた一定の範
囲の診療行為を特定行為として実施することができる
診療と看護両方の能力をあわせもつ看護師です。
　沼田は天狗が有名ですが、私自身が天狗にならない
よう、「謙虚」に医師や医療スタッフと協働・連携し、
より安全でより安心できる治療やケアを提供し、患者

診療看護師

二神 秀寛
ふたがみ ひでひろ

群馬県北部の

　　　循環器内科診療を支援します　

左より常勤医師の野尻・山口・菊島・荒井・箱田・高岡・近藤

外科系 診療看護師　紹介待望の

外科科長 （部長）

小林 克巳
こばやし かつみ

ました。
　外科医の減少が社会問題となる中で、病棟業務や手
術補佐など外科系の補助として、また看護師ならでは
の視点で患者やその家族と接する診療をしていくな
ど、様々な活躍を期待しております。

の療養生活の質を高めていけるよう努力していきます
のでよろしくお願いいたします。
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